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河水久澄




昔よりながれたえせぬ五十鈴川なほ萬代もすまむとぞ思ふ


明治十六年


鶯




このごろはかきねの柳のきの梅みな鶯のやどゝなりぬる



折梅




さかりなる庭のうめがえたをらせて人と共にもかざす今日かな



四月二十三日小金井に遠乘しける時花のもとにて




春風のふきのまに〳〵雪とちる櫻の花のおもしろきかな



首夏水




夏あさき山下水をきてみればきのふの春の花ぞながるゝ



山新樹




薄くこくみどりかさなる夏山の若葉のいろのなつかしきかな



垣卯花




てすさびにさしゝ垣根の卯花もこの夏よりぞ咲きそめにける



夏草深




夏草のしげり〳〵て岡のべの小松もわかずなりにけるかな



夕立晴




雲は晴れ風はのこりてゆふだちの過ぎしあとこそ涼しかりけれ



をりにふれて




庭のおもは若葉しげりてすゞかけの花咲く頃となりにけるかな











[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:明治天皇御集.pdf/10&oldid=151289」から取得


				
			

			
			

		
		
		  
  	
  		 
 
  		
  				最終更新: 2020年1月15日 (水) 16:15
  		
  		 
 
  	

  
	
			
			
	    言語

	    
	        

	        

	        このページに他の言語版はありません。

	    
	
	[image: Wikisource]



				 このページの最終更新日時は 2020年1月15日 (水) 16:15 です。
	コンテンツは、特に記載されていない限り、CC BY-SA 4.0のもとで利用可能です。



				プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	利用規約
	デスクトップ



			

		
			








